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男
女
敷

十
日
町
駅
改
築

全
市
的
な
運
動
を
展
開

期
成
同
盟
会
の
結
成
へ

　
十
日
町
市
駅
の
改
築
と
駅
前
広
場

の
整
備
は
か
ね
て
か
ら
市
民
多
数
の

要
望
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
具

体
的
な
運
動
と
な
ら
す
こ
の
た
び
十

日
町
青
年
会
議
所
が
発
起
い
た
し
ま

し
て
、
こ
れ
を
全
市
的
な
運
動
に
盛

り
あ
げ
よ
う
と
十
日
町
駅
の
改
築
促

進
に
つ
い
て
の
陳
情
書
を
市
長
及
び

㎜
市
議
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

一
十
日
町
駅
は
昭
和
二
年
の
建
築
で
す

一
が
国
鉄
と
し
て
は
ま
だ
十
日
町
駅
の

一
ほ
か
老
朽
の
甚
だ
し
い
駅
を
多
数
控

一
え
て
い
る
た
め
と
、
最
近
特
に
問
題

一一
視
さ
れ
て
い
る
過
密
ダ
イ
ヤ
対
策
、

湊
対
策
等
に
多
額
の
出
費
を
要
す

・
る
際
な
の
で
駅
舎
改
築
の
運
動
は
相
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当
難
か
し
い
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
別
表
で
わ
か
る
よ
う
に

昨
年
の
準
急
二
本
の
運
行
に
よ
る
乗

一
降
客
数
の
急
増
、
織
物
産
業
を
中
心

と
す
る
経
済
活
動
の
活
発
化
等
に
よ

り
、
現
在
の
駅
舎
で
は
飽
和
状
態
で
，

あ
り
ま
す
の
で
近
く
地
元
選
出
代
議

士
を
先
頭
に
市
民
の
興
論
を
結
集
し

便所
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講
螺
す
る
こ
と
に
な
｝
動
哺
待
懸
臣

幸
い
十
日
町
青
年
会
議
所
を
中
心
に

市
間
の
期
成
同
盟
会
も
近
く
結
成
さ

れ
る
見
通
し
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今

後
こ
の
期
成
同
盟
会
を
軸
に
促
進
運

貨
物
の
移
り
変
り

前
納
缶
度
を

一
』
利
用
下
さ
い

　
　
国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
に
は
税
と
同
じ

く
前
納
制
度
が
あ
り
毎
月
納
入
す
る

の
は
手
数
が
か
か
る
と
い
う
方
は
保

険
料
の
前
払
い
が
で
き
ま
す
。

　
四
月
中
に
一
ヵ
年
分
の
保
険
料

（
三
十
九
年
四
月
分
よ
り
四
十
年
三

月
分
ま
で
）
を
前
払
い
す
る
と
毎
月

一
五
〇
円
納
め
る
人
は
年
額
一
、
一

七
〇
円
で
三
十
円
割
引
と
な
り
ま
す

又
二
十
才
の
人
が
六
十
才
ま
で
の
四

十
年
分
（
全
期
間
）
の
保
険
料
を
前

払
い
す
る
と
年
五
分
五
厘
の
複
利
計

算
に
よ
り
二
三
、
五
四
〇
円
で
よ
い

こ
と
に
な
り
、
毎
月
払
い
の
六
三
、

○
O
O
円
に
比
べ
れ
ば
差
引
三
九
、

四
鎗
鍵
難
前
一

納
し
て
も
そ
の
間
に
被
保
険
者
が
仮

に
死
亡
し
た
り
他
の
年
金
制
度
の
被

保
険
者
に
な
っ
た
り
し
て
国
民
年
金

の
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
は

残
り
の
分
の
保
険
料
を
還
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

下
条
橋
に
六
千
五
百
万
円

　
　
　
3
9
年
度
公

　
昭
和
三
十
九
年
度
の
公
共
事
業
に

つ
い
て
村
山
市
長
は
地
元
選
出
代
議

士
を
通
じ
て
導
入
に
力
こ
ぶ
を
入
れ

て
お
り
ま
す
が
、
現
在
ま
で
内
定
し

て
い
る
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。〔

河
川
〕

◎
川
治
川
（
高
山
）
小
規
模
改
修

七
〇
〇
万
円

◎
中
沢
川
（
島
）
局
部
改
修

一
一
〇
〇
万
円

◎
入
間
川
（
細
尾
）
局
部
改
修

一
一
〇
〇
万
円

〔
道
路
〕

◎
国
道
長
野
～
小
千
谷
（
下
条
）

　
道
路
改
良
二
、
二
〇
〇
万
円

◎
同
（
中
条
）
一
、
O
O
O
万
円

特
改
五
〇
〇
万
円

◎
県
道
十
日
町
～
塩
沢
（
中
村
）

特
改
四
〇
〇
万
円

　　　50円

　　　88

　　239

5，261

35，828

45，539

70，012

74．208

旅
客
手
荷
物
の
移
り
変
り

（旧平均）

貨物収入

　　　　十日駅調

嘉磁廃講
十日町駅利用度

1発送トン数

共
事
業
内
定

2車

3
2
4
2
3
4
5

9トン
87

29

85

94

33

46

60

3トン
13

32

59

33

42

52

62

＼
一
　
種 別

年別　　＿

昭和　2年
昭和10年
昭和15年
昭和22年
昭和3e年
昭和35年
昭和37年
昭和38年

（1日平均）

手小荷物

支入
手小荷吻

個o着数

69個69個1　57円

167　　　　29

2021　85
82　1　724

2監1　　25，219

278　　36，：307

334145，432
　　　　1

371　　，49．299

手小荷吻

発邊個数

38個

1旅客収入

61円

　　　456　93

　　　　542　194
　　　　　　1

　13，9531　64

　98，988　140

160，182 112

221，179　204

267．317　224

降　車
人　員

　350人

　500
　700
1，507

1，648

1，808

1，883

2．021

＼
一
　 種別乗　車

年別　　＼F人　員

　　337人

　　486

　　676

1，496

1，591

1，773

1，829

2．018

昭和2年

昭和10年

昭和16年

昭和22年

昭和30年

昭和35年

昭和37年

昭和38年

◎
同
水
沢
～
石
打
（
水
堀
）
特
改

一
一
〇
〇
万
円

◎
同
焼
野
～
大
利
（
新
水
・
宇
田
ヵ

　
沢
）
特
改
　
三
五
〇
万
円

◎
国
道
柏
崎
～
若
松
（
下
条
橋
）
橋

　
梨
　
六
、
、
五
〇
〇
万
円

◎
同
（
轟
木
橋
）
一
、
三
〇
〇
万
円

◎
同
（
本
町
一
）
一
、
O
O
O
万
円

◎
同
直
江
津
～
六
日
町
（
八
箇
峠
）

　
ト
ン
ネ
ル
　
七
、
○
O
O
万
円

◎
同
長
野
～
小
千
谷
（
馬
場
）
道
路

改
良
五
〇
〇
万
円

◎
同
（
大
黒
沢
）
道
路
特
改

　
一
、
二
〇
〇
万
円

◎
同
（
下
組
）
凍
雪
害
　
一
、
二
九

〇
万
円

◎
同
直
江
津
～
六
日
町
（
池
之
平
）

特
改
五
〇
〇
万
円

◎
同
小
千
谷
～
長
野
（
川
治
橋
）

　
橋
架
　
六
〇
〇
万
円

◎
同
（
川
治
・
伊
達
）
舗
装
　
一
、

　
九
〇
〇
万
円

◎
同
（
中
条
）
舗
装
　
五
〇
〇
万
円

◎
県
道
赤
倉
～
十
日
町
停
車
場
（
巾

　
若
宮
）
舗
装
　
三
〇
〇
万
円

〔
河
川
〕

◎
信
濃
川
直
轄
（
蟹
沢
）
四
〇
麿
延

　
．
長
八
一
四
刀
円

◎
同
（
廿
円
城
）
五
〇
麿
延
長
、

　
六
、
五
〇
万
円

◎
同
（
鴨
田
）
、
五
〇
層
延
長

七
八
O
万
円

◎
同
（
水
沢
）
七
八
麿
根
固
め

　
四
三
〇
万
円

〔
砂
防
〕

◎
前
川
（
当
間
）
堰
堤
．
工

　
六
〇
〇
万
円

◎
小
貫
川
（
小
貫
）
流
路
工

　
八
O
O
万
円

◎
田
川
（
大
池
）
腺
堤
工

　
五
〇
〇
万
円

◎
川
治
川
（
八
箇
）
同
五
四
〇
万
円

◎
芋
川
（
田
麦
）
同
三
〇
〇
万
円

◎
樽
沢
川
（
樽
沢
）
同
三
九
〇
方
円

〔
治
山
関
係
〕

◎
赤
倉
林
務
砂
防
　
二
〇
〇
万
円

◎
東
枯
木
又
同
　
二
九
〇
万
円

◎
入
山
な
だ
れ
防
止
　
三
〇
万
円

◎
馬
場
同
　
四
〇
万
円
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五
月
十
日
に

成
人
式

　
こ
と
し
の
成
人
式
は
一
五
月
十
日

　
（
日
曜
日
）
と
決
ま
り
ま
し
た
が
、

市
公
民
諮
で
は
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
次
の
よ
う
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

▽
日
時
　
、
五
月
十
日
（
日
曜
）

　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後

　
　
　
　
十
二
時
三
十
分

▽
会
場
　
十
日
町
市
民
体
育
舘

▽
受
付
　
午
前
八
時
三
十
分
～
九
時

　
　
　
　
三
＋
分

一
▽
式
典
箭
九
讐
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

衡
日
に
春
の
全
市
潟
防
演
習

　
　
　
　
　
　
音
楽
隊
の
市
中
行
進
も

　
十
日
町
市
消
防
団
で
は
来
る
四
月
つ
く
さ
れ
今
回
退
職
さ
れ
た
団
員
に

二
十
六
日
（
日
曜
日
）
春
季
消
防
大
、
対
す
る
記
念
品
の
贈
呈
式
や
県
知
事

演
習
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
市
、
長
表
彰
な
ど
盛
大
に
行
わ
れ
ま

当
日
は
全
団
員
千
五
百
名
と
消
防
ポ
す
。
こ
の
あ
と
消
防
音
楽
隊
の
ブ
ラ

ン
プ
四
十
台
が
午
前
八
時
ま
で
に
高
ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に
市
内
本
町
通
り

校
グ
ラ
ン
ド
に
集
合
、
菅
村
消
防
長
駅
通
り
、
昭
和
町
を
パ
レ
ー
ド
し
市

島
田
消
防
団
長
総
指
揮
の
も
と
に
規
街
地
の
中
央
部
で
四
十
台
の
消
防
ボ

律
、
訓
練
や
村
山
市
長
の
点
検
ポ
ン
　
ン
プ
が
一
せ
い
に
放
水
演
習
を
行

”叢鍍躰

種講臨薙一

響
猟
蒲
騨
鯉
格
捜
紹

び
分
団
旗
（
十
七
ヵ
分
団
）
の
授
与

式
も
あ
り
、
永
年
消
防
団
の
た
め
に

が
あ
り
ま
す
か
ら
あ
ら
か
じ
め
お
含

み
お
き
下
さ
い
。

　
　
新
水
に
簡
易
郵
便
局

今
回
地
元
住
民
の
要
望
に
よ
り
つ
ぎ
の
と
お
り
新
水
に
簡
易
郵
便

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
の
で
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
ヒ

ま
す
。名

　
　
　
称

受
託
者
氏
名

．
設
置
場
所

開
設
月
日

事
務
取
扱
範
囲

新
水
簡
易
郵
便
局

中
条
農
業
協
同
組
合
長
　
樋
　
口
　
　
清

十
日
町
市
中
条
新
水
農
協
内

昭
和
3
9
年
3
月
2
6
日

内
国
郵
便
物
引
受
、
内
国
郵
便
為
替
貯
金

払
、
振
替
貯
金
受
払

質
流
れ
品
公
売

と
　
　
き

と
こ
ろ

公
売
・
叩

四
月
二
十
三
日
（
木
曜
）

　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半

十
日
町
市
公
益
質
舗

　
　
　
　
　
　
（
市
内
関
口
、
樋
口
町
）

衣
類
六
五
点
、
洋
服
類
三
五
点
、
オ

パ
ー
一
一
〇
点

ラ
ジ
オ
三
点
（
ゼ
ネ
ラ
ル
ほ
か
）

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
八
点
（
ナ

ヨ
ナ
ル
、
東
芝
、
N
E
C
）

時
　
計
　
　
一
〇
点
（
セ
イ
コ
ー
、
シ

チ
ズ
ン
）

ス
テ
レ
オ
（
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
）

反
物
（
お
召
）
四
点

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
一
点

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
）

電
気
力
ミ
ソ
リ
一
点
（
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
）

老
人
教
室
が
開
か
れ
ま
す

◎
と
　
き

◎
と
甲
』
ろ

O
請
　
師

四
月
十
八
日
午
後
一
時

市
　
公
　
民
　
舘

畏
野
県
伊
那
市
楽
生
学
園
々
長

　
　
　
小
林
　
文
　
成
先
　
生

／ZZノ／ZZZZ／Z／／〃グZZノ！∠ノ

『
　
成
人
教
室
へ
ど
う
ぞ

　
　
公
民
舘
主
催
で
次
の
と
お
り
三
回
に
分
け
て
開
か
れ
ま
す
が
、
い
す

　
　
れ
も
夜
七
時
か
ら
十
時
ま
で
公
民
舘
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
せ
い
ぜ
い

　
　
ご
参
加
下
さ
い
。
第
二
回
の
講
師
は
未
定
。

　
　
第
一
回
四
月
十
五
日
（
水
曜
）

　
　
　
　
　
　
成
人
の
心
理
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
大
教
援
斉
藤
和
代
氏

　
　
第
二
回
　
四
月
二
十
二
日
（
水
曜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
成
入
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

　
　
第
三
回
　
四
月
二
十
八
日
（
火
曜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
成
人
の
権
利
と
義
務
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
社
会
教
育
主
事
俵
谷
正
樹
氏

9
ミ
§
N
N
ミ
ミ
ミ
§
ミ
ー
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；

一196一
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昭
和
3
9
年
度
固
定
資
澄

課
税
台
帳
の
縦
覧

期
間
十
五
日
～
五
月
四
日

　
昭
和
三
十
九
年
度
固
定
資
産
課
税
は
十
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

台
帳
を
次
の
通
り
に
縦
覧
い
た
し
ま
価
格
に
対
す
る
不
服
の
申
立
の
で
き

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
も
の
は
次
に
よ
り
ま
す
。

昭
和
三
＋
九
隻
の
固
蛋
産
の
藷
買
等
に
よ
る
所
有
権
の
移
転
及

鞭
講
縫
ユ
鴛
鱒
擁
難

年
度
分
迄
の
固
定
資
産
税
及
び
都
市
一
く
新
評
価
格
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

計
画
税
に
関
す
る
特
例
に
よ
っ
て
課
一
新
増
改
築
等
に
よ
り
価
格
の
増
減
の

税
価
格
と
新
評
価
制
度
に
伴
う
価
格
一
あ
っ
た
場
合
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

と
の
二
通
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
価
格
等
に
対
す
る
不
服
の
申
立
期
間

昭
和
三
十
九
年
度
の
固
定
資
産
の
課
は
四
月
十
五
日
よ
り
五
月
十
四
日
迄

税
価
格
は
農
地
（
田
、
畑
）
及
び
在
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

来
家
屋
分
に
つ
い
て
は
昭
和
三
十
八
　
　
今
迄
土
地
に
お
け
る
免
税
点
は
二

年
度
の
価
格
が
そ
の
ま
ま
据
置
さ
れ
万
円
で
し
た
が
昭
和
三
十
九
年
度
は

て
あ
り
ま
す
が
、
農
地
以
外
の
土
地
二
万
四
千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し

（
宅
地
山
林
原
野
等
）
に
あ
っ
て
は
た
。
縦
覧
の
場
所
及
び
日
程
に
つ
い

二
十
％
新
増
改
築
分
家
屋
に
つ
い
て
一
て
は
次
の
通
り
で
す
。

期
間

場
所

四
月
十
五
日
～
五
月
四
日

ま
で

十
日
町
市
役
所
本
庁
、
六
．

箇
出
張
所
、
係
員
出
張
日

　
　
四
月
二
十
二
日
、
二
十
三

　
　
日
、
吉
田
出
張
所
、
同
四

　
　
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日

　
　
下
条
出
張
所
、
同
四
月
二

　
　
十
四
日
、
二
十
五
日
、
水

　
　
沢
出
張
所
、
同
四
月
二
十

　
　
七
日
、
二
十
八
日

（
注
）
い
す
れ
の
場
所
も
日
曜
、

　
　
祭
日
及
び
土
曜
の
午
後
を

　
　
除
く
毎
日
午
前
九
時
か
ら

　
　
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
で

　
　
す
。

冤
除
申
請
を
出
し
て
下
さ
い

　
　
　
3
9
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　
拠
出
制
国
民
年
金
も
制
度
発
足
以

来
四
年
目
を
迎
え
、
日
ご
ろ
年
金
徴

収
員
や
被
保
険
者
の
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
聖
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
去
る
三

月
年
金
徴
収
員
の
方
女
を
通
じ
て
書

類
を
配
り
ま
し
た
が
ま
だ
提
出
さ
れ

て
い
な
い
被
保
険
者
も
あ
る
よ
う
で

　　唇

379

市

入

支出金
8．5％

才

　　債

8．5％

諸収入
6．4％ノ

ナ也　ノ∫　［交　fナ　看見

　　　　　22％

県支出金1．4％

使用料堕び手数料1，4％

儲チ　1；付　金　2．1％

　財産収人0，1％

分担金及び負担金0．8％

オ教育費20。3％

1
』

甚匹
匹

民生費16．9％

才衛生費15．6％

総務費14。8％

土木費
　　10．3％

繰越金1．一8％

　　塑％商工費4．7％

災害復旧費0．7％

　労働費0．6％
　　消防費4．4％

教育費が20％
　
本
年
は
地
方
税
法
の
大

巾
な
改
正
が
予
定
さ
れ
、

約
千
五
百
万
円
の
減
税
が

予
想
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
才
入
面
に
お
い
て
従

来
ど
お
り
の
市
税
増
収
が

期
待
で
き
す
、
極
め
て
窮

屈
な
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
才
出
面
で
は
教

育
費
が
全
体
の
二
〇
・
三
％
、
民

生
費
一
六
・
九
％
衛
生
費
一
五
・

六
％
農
林
水
産
業
費
六
・
六
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

グラ7でみる市勢

①財政

す
の
で
至
急
市
民
課
国
民
年
金
係
ま

で
ご
提
出
願
い
ま
す
。
こ
の
免
除
申

請
は
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
保
険
料
を
納
入
す
る
か
免
除
を
受

け
て
お
ら
な
い
と
事
故
の
あ
っ
た
場

合
（
死
亡
叉
は
障
害
等
）
又
は
老
令

に
な
っ
た
場
合
国
民
年
金
を
う
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
必
す
保
険
料
を
納
入
す
る
か
免
除

を
う
け
て
下
さ
い
。
申
請
免
除
を
う

け
ら
れ
る
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

①
所
得
が
な
い
と
き

②
被
保
険
者
叉
は
そ
の
他
の
世
帯
員

　
が
生
活
保
護
法
や
ラ
イ
予
防
法
に

　
よ
る
教
育
扶
助
、
医
療
扶
助
、
住

　
宅
扶
助
叉
は
葬
祭
扶
助
を
う
け
る

　
と
き
。

③
地
方
税
法
に
定
め
る
障
害
者
叉
は

　
寡
婦
で
あ
っ
て
年
間
の
所
得
が
十

　
五
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
。

④
そ
の
他
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

　
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

　
き
。

（
例
）

セ
㎜
【
全
般
概
況
】

…
　
四
月
は
寒
暖
の
変
化
が
は
げ
し

…
く
又
発
達
し
た
低
気
圧
が
現
わ
れ

㎜
　
一
時
風
雨
の
強
く
な
る
日
が
あ
り

㎜
ま
し
ょ
う
。
五
月
は
比
較
的
晴
れ

㎜
　
る
日
が
多
く
、
又
六
月
は
中
旬
か

㎜
　
ら
曇
雨
天
の
日

㎜
が
多
く
な
る
見

㎜
込
み
で
す
。

㎜
【
四
月
概
況
】

㎜
　
寒
暖
の
変
化
が
は
げ
し
く
、
又

㎜
　
一
時
発
逮
し
た
低
気
圧
が
現
わ
れ

㎜
　
風
雨
の
強
く
な
る
日
が
あ
り
ま
し

㎜
　
よ
う
。
気
温
は
月
の
前
半
時
女
低

一

イ
、

月別建築戸数
五
人
世
帯
で
年
所
得
十
六
万

円
以
下
固
定
資
産
評
価
額
二

計12H10

272

77

24！

590

11

　3

　8

22

且6

　2

15

33

31

5
128
1召

19

31

　　7

27

65

87516432

16

　6

26

42

17

48

27

76

41！32
　　「

10「7一〕｝『
38 22
一”1
89！61

30

15

25

70

14

10

17

41

6

3

2

2

7蓋

且6

5

献新築
改築

．．増築．

［計

　
O
万
円
以
下
の
場
合
。

ロ
、
被
保
険
者
及
び
家
族
の
中
で

　
長
期
療
療
者
が
お
り
医
療
費

　
の
出
費
が
多
く
保
険
料
を
納

　
入
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
一

　
合
。

ハ
、
失
業
、
破
産
、
災
害
等
に
よ

　
り
著
し
く
所
得
が
変
動
し
た

　
　
場
合
。

昨
年
だ
け
で

約
六
百
戸
を
建
築

　
　
　
　
　
　
38
年
度
市
内
建
築
調
べ

難
膿
鶴
繍
鯉

い
て
地
域
別
戸
数
、
用
途
別
、
建
築

面
積
な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
ま
す
と
、
ま
す
地
域
別
建
築
戸

㎝
数
で
は
市
内
建
築
戸
数
は
五
百
九
十

コ

一
戸
で
そ
の
う
ち
十
日
町
の
二
百
五
十

　一
四
戸
（
四
＋
三
％
）
で
暑
多
く
つ

い
で
川
治
の
百
三
十
七
（
二
十
三

％
）
中
条
百
九
（
十
九
％
）
水
沢
四

十
三
（
七
％
）
吉
田
二
十
七
　
（
五

τ
下
条
＋
四
（
二
％
）
六
箇
六

一
（
一
％
）
で
ま
た
用
途
別
で
は
専
用

一“
隼
が
三
畠
（
至
％
）
を
し

鈴
木
、

阿
部
さ
ん
を
表
彰

　
　
　
　
統
計
事
務
功
労
者

　
市
で
は
統
計
調
査
事
務
に
多
年
功
曹
じ
め
事
業
所
調
査
、
商
工
業
調
査
な

冨
あ
っ
需
内
学
欝
鈴
木
落
ど
各
種
響
事
葎
男
、
現
在
ま

さ
ん
（
七
四
）
同
巾
若
宮
町
阿
部
国
治
さ
　
で
調
査
員
と
し
て
の
責
務
を
全
う
さ

ん
（
五
四
）
の
二
人
を
表
彰
、
十
日
町
市
れ
た
も
の
で
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

役
所
で
伝
達
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
　
ら
れ
ま
し
た
。

両
氏
は
市
発
足
以
来
国
勢
調
査
を
は
　
【
写
頁
㊤
鈴
木
さ
ん
㊦
阿
部
さ
ん
】

雛

3
…
…
5
≡
…
…
一
§
一
目
§
§
…
…
§
…
一
…
一
…
齢
ヨ
≡
≡
≡
一
邑
曇
一
3
…
一
§
2
≡
≡
ヨ
＝
一
≡
目
≡
…
…
一
…
昌
一
・
目
認
≡
唱
ヨ
題
昌
昌
3
目
昌
≡
≡
昌
ヨ
．
…
…
≡
≡
§
≡
日
ゆ

目
に
な
る
傾
向
が
あ
り
父
月
末
頃

は
晩
霜
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

月
の
平
均
気
温
は
平
年
並
か
や
＼

低
ぐ
、
降
水
量
は
平
年
並
又
日
照

は
幾
分
少
な
目
の
見
込
み
で
す
。

【
五
月
概
況
】

北
陸
地
方
三
ケ
月
予
報
（
塑
朋
）

　
移
動
性
高
気
圧
が
通
り
や
す
く

晴
れ
る
日
も
割
合
多
い
で
し
ょ

う
。
又
上
、
下
旬
に
天
気
が
一
時

く
す
れ
や
す
く
気
温
が
低
目
と
な

る
時
期
が
あ
り
そ
う
で
す
。
平
均

気
温
は
高
目
、
降
水
量
は
少
な
目

又
日
照
は
多
目
の
見
込
み
で
す
。

【
山
ハ
月
概
況
】

　
上
旬
は
晴
れ
間
も
多
い
見
込
み

で
す
が
、
そ
の
後
ば
曇
り
や
雨
の

降
る
日
が
多
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

又
下
旬
に
は
前
線
の
活
動
が
活
発

　
　
　
　
　
　
と
な
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
月
の
平
均
気
温
は
平
年

並
か
低
目
、
降
水
量
は
お
お
む
ね

平
年
並
で
す
が
地
域
的
な
変
動
が

あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
照
は
平
年

並
の
見
込
み
で
す
。

8
3
§
§
≡
…
…
≡
9
薗
…
…
…
3
呂
≡
≡
§
…
一
≡
≡
一
…
3
3
一
一
一
…
≡
・
…
一
雷
8
§
…
…
…
…
罷
9
昌
…
…
…
§
…
…
§
一
一
…
…
…
≡
…
一
…
。
3
≡
…
…
…
一
一
…
一
胃
一
一
≡
…
≡
．151118””8””””1II”””1““lllgl”1陰1川””””II8厨1川19“n“川”1””1”1川雛川”1””““”‘警”1川

め
最
高
で
工
場
五
十
八
（
十
％
）
農

業
併
住
三
十
四
（
九
％
）
店
舗
併
住

三
十
四
（
六
％
）
物
置
二
十
六
（
四

％
）
作
業
場
二
十
一
（
三
％
）
工
場

併
住
十
七
（
二
％
）
共
同
宿
舎
十
四

（
二
％
）
そ
の
他
六
十
四
（
十
％
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
尚
月
別
建
築

戸
数
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
建
築

別
面
積
平
均
は
新
築
百
二
十
八
平
方

層
で
改
築
百
二
十
二
平
方
麿
、
増
築

八
十
平
方
層
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

どうぞご参加下さい
ジユニア青年学級開く 　

　
　
働
く
年
少
青
年

　
　
　
の
仲
間
づ
く
り
と

く　　
　
学
習
の
場
と
し
て

開
署
三
＋
九
年
度

の
ジ
ュ
ニ
ア
青
年

学
級
（
一
年
生
、

二
年
生
）
を
次
の

と
お
り
開
き
ま

す
。
友
達
を
さ
そ

っ
て
大
勢
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間
四
月
一
一
＋

一
～
三
月
十
九
日

学
習
日
定
例
学

習
日
は
毎
週
二
回

　
　
（
水
、
金
曜
日
午
後
七
時
半
～
九

　
時
十
分
）
ほ
か
に
ク
ラ
ブ
活
動

学
級
の
目
標
　
0
よ
い
仲
間
を
つ
く

　
ろ
う

　
②
発
表
力
を
身
に
つ
け
よ
う

　
①
視
野
を
広
め
よ
う

▽
一
年
生

対
象
　
三
十
九
年
三
月
中
学
校
を
卒

　
業
し
た
者

学
習
内
容
　
人
間
の
歴
史
、
生
活
の

　
知
恵
、
現
代
国
語
、
交
際
と
エ
チ

　
ケ
ッ
ト
、
純
潔
と
い
う
こ
と
、
料

　
理
、
生
花
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ク
ラ
ブ
活
動
（
一
、
二
年
生
合
同
）

　
文
化
、
体
育
ク
ラ
ブ

特
別
活
動
（
一
、
二
年
生
合
同
）

　
営
火
の
つ
ど
い
、
キ
ャ
ン
プ
、
研

　
修
旅
行
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ク
リ
ス

　
マ
ス
の
つ
ど
い
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

　
　
ョ
ン
の
つ
ど
い
、
発
表
会
等

受
講
料
　
無
料
、
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

　
代
実
習
費
は
学
級
生
負
担

表
彰
　
閉
講
式
の
と
き
年
間
精
勤
者

　
と
功
労
者
を
表
彰
す
る

申
込
み
　
申
込
書
に
か
い
て
四
月

　
十
七
日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会

　
事
務
局
社
会
教
育
課
へ
申
込
む
こ

　
と
。

開
講
式
　
四
月
十
四
日
午
後
七
時
半

　
か
ら
十
日
町
市
公
民
舘
で
行
う
。

四
月
の
予
定
　
十
四
日
（
火
）
開
講

　
式
、
映
画
”
と
も
子
胸
を
張
っ

　
て
μ

　
十
七
日
（
金
）
年
間
の
計
画
に
つ

　
い
て
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
ニ
十
二
日
（
水
）
新
入
生
歓
迎
会

　
二
十
四
目
（
金
）
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

　
ョ
ン
、
話
し
合
い
、
先
費
か
ら
後

　
輩
か
ら
先
輩
へ

一

違
友
が
あ
つ
た
ら
申
告
を

　
　
風
俗
営
業
者
に
自
し
ゅ
く
を
要
望

　
風
俗
営
業
者
（
料
理
店
、
カ
フ
エ

ー
、
パ
チ
ン
コ
店
等
）
は
条
例
に
定

め
ら
れ
て
い
る
次
の
事
項
等
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

0
営
業
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

＋
一
時
ま
で

②
遊
戯
所
の
ほ
か
は
、
営
業
所
に
十

　
八
才
未
満
（
も
っ
ぱ
ら
酒
類
を
提

　
供
す
る
営
業
に
あ
っ
て
は
二
＋
才

　
未
満
）
の
者
を
客
と
し
て
立
ち
入

　
ら
せ
な
い
こ
と
、
及
び
そ
の
旨
を

　
営
業
所
の
店
頭
、
そ
の
他
見
や
す

　
い
と
こ
ろ
に
表
示
す
る
こ
と
。

十日町署

③
営
業
所
で
卑
わ
い
な
行
為
、
そ
の

　
他
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
行
為
を

　
し
、
ま
た
は
さ
せ
な
い
こ
と
。

④
料
金
及
び
税
額
そ
の
他
席
料
、
サ

　
ー
ビ
ス
料
等
を
客
の
見
や
す
い
と

　
こ
ろ
に
表
示
す
る
こ
と
。

ま
た
飲
食
店
営
業
者
は
、
深
夜
（
午

後
十
一
時
以
後
）
に
お
い
て
次
の
事

項
等
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
く

　
ほ
か
、
営
業
所
に
十
八
才
未
満

　
（
も
っ
ぱ
ら
酒
類
を
提
供
す
る
飲

　
食
店
営
業
に
あ
っ
て
は
満
二
十
才
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十
日
町
警
察
署
長

小
柳
文
治
氏

　
と
に
か
く
飾
り
気
が
な
く
態
度

も
き
わ
め
て
謙
虚
な
署
長
さ
ん
で

あ
る
。
生
れ
は
本
県
新
発
田
市
で

署
長
の
経
歴
は
東
頸
城
、
安
塚
、

燕
、
そ
れ
に
お
隣
り
の
六
日
町
な

ど
を
経
て
こ
の
ほ
ど
前
任
地
新
井

か
ら
十
日
町
署
長
に
な
ら
れ
た
。

十
日
町
市
は
こ
ん
ど
は
じ
め
て
の

勤
務
地
で
「
街
の
よ
う
す
と
い
い

人
の
姿
も
織
物
の
街
ら
し
く
こ
ぎ

れ
い
で
全
体
に
活
気
が
あ
る
」
と

い
う
の
が
第
一
印
象
。

　
当
地
着
任
の
治
安
方
針
も
ま
す

十
日
町
駅
長

小
金
茂
雄
氏

　
“
き
れ
い
な
駅
を
つ
く
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
”
と
い

う
の
が
こ
の
小
金
新
駅
長
さ
ん
。

信
越
線
長
野
駅
の
首
席
助
役
か
ら

新
し
い
顔

こ
の
ほ
ど
十
日
町
駅
、
長
に
な
ら
れ

た
小
金
さ
ん
は
、
鉄
道
生
活
三
十

六
年
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

房
総
半
島
の
南
端
館
山
巾
の
産
で

育
ち
は
信
州
の
諏
訪
市
9
鉄
道
入

一
り
は
細
和
三
年
だ
が
、
上
諏
訪
助

交
通
間
題
、
つ
ぎ
に
青
少
年
の
育

成
補
導
暴
力
排
除
の
三
点
を
あ
げ

と
に
か
く
お
だ
や
か
な
社
会
を
つ

く
り
た
い
と
強
調
さ
れ
て
い
た
。

十
日
町
署
管
内
の
昨
年
一
ヵ
年
問

の
統
計
か
ら
み
た
変
通
事
故
発
生

状
況
は
県
下
三
十
四
署
の
う
ち
比

較
的
低
い
方
に
位
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
変
通
問
題

は
全
国
的
な
も
の
で
県
ぐ
る
み
の

運
動
で
も
あ
る
の
で
安
全
運
動
を

特
に
推
進
し
た
い
と
い
わ
れ
て
い

た
。
趣
味
は
囲
碁
、
マ
ー
ジ
ャ

ン
、
酌
り
、
ス
キ
ー
と
多
彩
で
ご

本
人
は
い
す
れ
も
チ
ョ
ッ
ピ
リ
や

る
程
度
と
お
し
ゃ
る
が
、
釣
り
に

も
引
越
荷
物
の
中
の
サ
オ
の
数
を

見
た
だ
け
で
も
か
な
り
の
釣
師
ら

し
い
。
又
囲
碁
も
相
当
な
腕
前
の

よ
う
で
あ
る
。
五
十
才
。

役
、
甲
府
車
常
区
、
塩
尻
駅
の
総

括
助
役
な
ど
を
歴
任
、
駅
．
長
と
し

て
の
経
験
は
中
央
西
線
の
須
原
駅

と
同
東
線
の
富
士
見
駅
だ
そ
う
で

も
ち
ろ
ん
十
日
町
市
は
は
じ
め
て

新
任
の
抱
負
も
「
地
域
住
民
に
愛

さ
れ
る
駅
」
と
飯
山
線
の
成
績
向

上
を
は
か
り
た
い
こ
と
だ
そ
う
で

た
ま
く
駅
舎
新
築
間
題
も
起
き

て
い
る
折
柄
ぜ
ひ
在
職
中
に
実
現

を
期
待
し
た
い
も
の
の
ひ
と
つ
。

ご
本
人
は
至
っ
て
無
芸
大
食
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
山
も
川
も
ど
こ

へ
で
も
ゆ
く
し
運
動
な
ら
何
ん
で

も
や
る
と
い
う
こ
と
で
い
か
に
も

万
能
選
手
ら
し
い
体
格
の
立
派
な

駅
長
さ
ん
で
あ
る
。
五
十
一
才
。
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未
満
）
の
者
馨
と
し
て
立
遂
と
こ
ろ
に
祭
す
る
こ
と
．

　
ら
せ
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
守
ら
す
、

②
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
の
・
違
反
を
お
か
し
た
場
合
は
刑
事
処
分

　
あ
る
絵
画
、
写
真
、
広
告
そ
の
他
の
ほ
か
、
営
業
停
止
等
の
処
分
を
受

　
の
装
飾
物
を
掲
示
し
な
い
こ
と
。
．
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
業
者
の

③
営
業
所
で
人
声
、
音
楽
な
ど
の
音
自
し
ゅ
く
を
願
い
毒
す
。

　
を
異
常
に
大
き
く
し
、
近
隣
に
迷
　
　
な
お
こ
れ
ら
の
違
反
営
業
を
し
て

　
惑
を
か
け
る
行
為
を
し
、
ま
た
は
い
る
業
者
が
あ
り
ま
し
た
ら
進
ん
で

　
さ
せ
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

④
料
金
及
び
税
額
を
客
の
見
や
す
い

四
月
か
ら
所
得
税

　
本
年
も
所
得
税
等
の
減
税
が
実
現

さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。
改

正
法
は
例
の
如
く
四
月
よ
り
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。
従
っ
て
一
般
の
か

た
は
予
定
納
税
の
と
き
か
ら
新
法
の

源
泉
税
額
表

適
用
を
受
け
ま
す
が
、
給
与
所
得
者

は
四
月
分
の
給
与
に
対
す
る
も
の
か

ら
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
四
月
分
の
給
与
か
ら
は
新
し

い
税
額
表
を
使
用
し
な
け
れ
ぱ
な
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
改
正
に
は
諸
控
除

の
引
上
げ
の
ほ
か
扶
養
家
族
の
年
令

区
分
が
一
区
分
増
設
さ
れ
た
り
、
未

払
賞
与
に
つ
い
て
も
未
払
配
当
と
同

じ
取
扱
い
を
す
る
な
ど
規
定
の
整
備

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め

特
定
の
受
給
者
は
早
急
に
扶
養
親
族

の
異
動
申
告
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
新
税
額
表
は

法
成
立
後
す
み
や
か
に
徴
収
義
務
者

あ
て
送
付
す
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た

説
明
会
等
を
通
じ
広
報
す
る
計
画
で

す
が
、
送
付
さ
れ
た
説
明
書
を
十
分

研
究
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
説
明
会
に

は
積
極
的
に
出
席
さ
れ
、
間
違
い
の

な
い
徴
収
を
し
て
減
税
を
一
日
も
早

く
実
施
さ
れ
る
よ
う
望
ん
で
お
り
ま

す
。
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